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鶴居村マスコットキャラクター
「つるぼー」

鶴居村は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています

今月の主な話題
■大石村政３期目始動・・・・・・・・・・・２

■新型コロナウイルス感染症関連事業について
・・・・・・・・・４～５

■国民健康保険税改正のお知らせ・・・・・・７

■狂犬病予防注射実施日程のお知らせ・・・１０



令和２年６月号　２

　任期満了に伴う鶴居村長選挙が去る４月21日告示され、現職の
大石正行氏が無投票で再選となりました。
　４月27日には、当選証書が交付され、５月20日より３期目の村
政がスタートしました。
　任期は令和２年5月20日から令和６年５月19日までの４年間です。
　また、５月22日に開催された第３回鶴居村議会臨時会において、
鶴居村副村長の選任についての議案が提出され、新たに長尾法明氏
が任命されることとして同意されました。
　任期は令和２年６月１日から令和６年５月31日までの４年間です。

就
任
の
ご
挨
拶

鶴
居
村
長　

大　

石　

正　

行　

　

こ
の
度
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し

て
、
村
民
の
皆
様
か
ら
無
投
票
に
よ
る

当
選
の
栄
誉
に
あ
ず
か
り
、
引
き
続
き

３
期
目
の
村
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
選
と
い
う
結
果
は
、
身
に
余
る
光

栄
で
あ
る
と
同
時
に
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
、
心
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
の
初
当
選
以
来
、
２
期
８

年
に
わ
た
っ
て
村
民
皆
様
を
は
じ
め
多

く
の
方
々
の
ご
理
解
や
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
く
中
で
、
村
民
の
暮
ら
し

や
福
祉
の
向
上
、
酪
農
畜
産
の
振
興
、

教
育
の
充
実
、
人
口
減
少
対
策
等
、
村

民
や
地
域
主
体
の
行
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
地
域
や
行
政
を
取
り
巻
く

課
題
は
依
然
と
し
て
山
積
し
て
お
り
、

少
子
高
齢
社
会
の
進
展
や
人
口
問
題
、

酪
農
産
業
に
お
い
て
も
担
い
手
の
確
保

難
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
諸
課
題
は
数

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
村
民
の
健

康
や
安
全
、
そ
し
て
暮
ら
し
を
守
る
た

め
の
予
防
対
策
を
は
じ
め
、
村
民
の
生

活
や
村
内
事
業
者
へ
の
支
援
策
な
ど
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
先
達
者
の

方
々
が
苦
悩
し
て
築
き
上
げ
て
き
た
誇

り
あ
る
郷
土
を
守
り
抜
き
、
次
の
世
代

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
私
自
身
、
こ
の
度
の
選
挙
で

掲
げ
た
「
村
民
主
役
・
未
来
創
造
」
そ

し
て
「
次
世
代
に
夢
と
希
望
が
届
く
村

づ
く
り
」を
村
政
執
行
の
主
眼
に
置
き
、

「
村
民
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
村
づ

く
り
」「
産
業
が
輝
き
地
域
の
発
展
を

目
指
す
村
づ
く
り
」「
次
代
に
繋
げ
る

行
政
運
営
と
美
し
い
村
づ
く
り
」
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
、
あ
ら
た
め

て
村
民
主
体
の
公
平
公
正
な
行
政
運
営

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
子
育
て
環
境
や

福
祉
の
充
実
、
足
腰
の
強
い
酪
農
畜
産

の
振
興
、
教
育
環
境
の
充
実
、
商
工
の

当選証書の交付を受ける大石村長

大石村政３期目始動！
～村民主役・未来創造、

次世代に夢と希望が届く村づくり～

活
性
化
や
管
内
と
連
携
し
た
観
光
振
興

等
、
村
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
様
々
な

取
り
組
み
を
推
進
し
、
村
民
皆
様
や
地

域
、
酪
農
を
は
じ
め
と
す
る
村
内
全
て

の
産
業
が
有
機
的
に
結
び
つ
く
村
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

夢
や
希
望
に
満
ち
溢
れ
、
活
力
に
満

ち
た
鶴
居
村
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、「
つ

る
い
未
来
創
造
プ
ラ
ン
（
第
５
次
鶴
居

村
総
合
計
画
）」
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る

「
未
来
（
あ
す
）
を
奏
で
る
鶴
居
ス
タ

イ
ル
の
確
立
〜
協
働
に
よ
る
新
た
な
時

代
へ
の
挑
戦
〜
」
に
向
け
て
、
す
べ
て

の
目
標
や
課
題
を
村
民
皆
様
と
共
有
し

な
が
ら
、様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
や
、

夢
や
希
望
が
広
が
る
村
づ
く
り
の
推
進

に
向
け
て
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
あ
た
っ

て
い
く
覚
悟
で
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
引
き
続
き
村
民
皆

様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
、
村
長
３
期
目
就
任
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。



３　令和２年６月号

副
村
長
就
任
の
ご
挨
拶

副
村
長
退
任
の
ご
挨
拶

副　

村　

長　
長な

が　

尾お　

法の
り　

明あ
き　

副
村
長　

山　

田  

秀　

明　

　

５
月
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
選
任
同
意
を
い
た
だ
き
、
６
月
１
日
付
け
で
副
村
長
に
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
ま
た
、
職
責
の
重
さ
を
ひ
し
ひ

し
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
鶴
居
村
発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

目
下
の
喫
緊
の
課
題
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
す
。
村
民
の
皆
様
の
命
と
健
康
を
守
る
取
組
は

も
と
よ
り
、
地
域
経
済
を
停
滞
さ
せ
な
い
対
策
を
、
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

  

近
年
は
、
感
染
症
の
ほ
か
大
規
模
な
自
然
災
害
の
発
生
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
急
速
な
進
行
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

や
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
発
効
等
、次
々
と
懸
案
・
課
題
が
生
じ
、地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
に
あ
っ
て
は
、
住
民
の
皆
様
と
行
政
が
、
今
あ
る
課
題
へ
の
認
識
と
将
来
へ
の
地
域
デ
ザ
イ
ン

を
し
っ
か
り
共
有
し
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
益
々
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
お

り
、
役
場
に
お
け
る
強
い
組
織
づ
く
り
、
変
革
に
対
応
す
る
人
材
の
育
成
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
大
石
村
長
を
は
じ
め
歴
代
村
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
時
代
の
潮
流
を
捉
え
、
先
進
的
な

施
策
を
積
み
重
ね
、
北
海
道
屈
指
の
「
酪
農
郷
」
と
し
て
、
ま
た
、
自
然
と
共
存
す
る
美
し
い
村
と
し
て
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
変
化
の
激
し
い
時
代
、
村
長
が
掲
げ
る
「
子
ど
も
達
や
次
世
代
に
夢
と
希
望
が
届
く
村
づ
く
り
の
実
現
」

に
向
け
、
先
達
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
継
ぎ
、
村
の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
29
日
を
も
ち
ま
し

て
、
鶴
居
村
副
村
長
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。
昭

和
54
年
４
月
に
土
木
技
術

者
と
し
て
採
用
に
な
り
、

建
設
課
に
29
年
、
産
業
課

（
現
産
業
振
興
課
）
に
４

年
、
そ
の
後
副
村
長
と
し
て
８
年
の
合
計
41
年
の
長
き
に

わ
た
り
村
づ
く
り
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
事
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
村
民
の
皆
様
に
は
様
々
な
場
面
に
お
き
ま
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
事
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
職
場
に

お
き
ま
し
て
は
理
解
あ
る
先
輩
や
良
き
同
僚
、
そ
し
て
逞

し
い
後
輩
の
方
々
に
恵
ま
れ
、
存
分
に
仕
事
が
で
き
ま
し

た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
更
に
、
議
会
の
皆
様
方
に

は
、
そ
の
時
々
に
お
い
て
数
々
の
ご
協
力
と
ご
助
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
事
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
ふ
る
さ
と
鶴
居
村
は
永
遠
に
不
滅
で
あ
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
村
民
の
皆
様
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
、
鶴
居
村
を
育
て
創
り
あ
げ
て
頂
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
私
も
一
村
民
と
し
て
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
様
方
に
、
重
ね
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

【
略
歴
】



令和２年６月号　４

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
地
域
経
済
に
も
甚
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
な
ど
、

未
曽
有
の
危
機
的
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
影
響
が
大
き
い
商
工
業
者
に
対
す
る
応
援

と
と
も
に
、
村
民
に
元
気
を
与
え
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
む
ら
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
支
え
あ
お
う
・
鶴
居
び
と
応
援
券
」
を
全
村
民
に
交
付
し
ま
す
。

〇
交
付
の
対
象
と
な
る
方

　

令
和
２
年
５
月
１
日
（
基
準
日
）
時
点
で
村
内
に
住
所
を
有
す
る
全
て
の
村
民
に
応

援
券
を
交
付
し
ま
す
。

〇
交
付
額

　

額
面
は
１
枚
５
０
０
円
分
と
し
、
飲
食
店
専
用
５
０
０
円
券
12
枚
、
小
売
店
等
用

５
０
０
円
券
12
枚
、
計
24
枚
１
２
，０
０
０
円
を
１
セ
ッ
ト
と
し
ま
す
。

　

応
援
券
の
種
類
に
よ
っ
て
使
用
で
き
る
お
店
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

〇
応
援
券
の
注
意
点

　

応
援
券
の
使
用
は
、
交
付
さ
れ
た
本
人
及
び
代
理
人
、
使
者
に
限
り
使
用
で
き
ま
す
。

　

応
援
券
を
使
用
し
た
際
に
釣
り
銭
の
支
払
い
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

村
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
料
金
（
上
下
水
道
料
、
住
宅
使
用
料
等
）
や
電
気
料
等
の

支
払
い
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

〇
交
付
方
法　

各
世
帯
の
世
帯
主
宛
て
に
簡
易
書
留
に
よ
り
郵
送
し
ま
す
。

〇
使
用
期
限　

令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で
と
し
ま
す
。

※　

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
状
況
に
よ
っ
て
は
利
用
期
間
を
変
更
（
延

長
）
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係　
　

☎　

０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
２

支
え
あ
お
う
・
鶴
居
び
と
応
援
券

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
支
援
策（
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
活
用
事
業
）

〜
支
え
あ
お
う
、
鶴
居
び
と
〜

見
本
見
本

〈小売店等用〉

見
本
見
本

〈飲食店専用〉

〇
利
用
可
能
店
舗

　

村
内
に
店
舗
等
を
構
え
る
事
業
所
が
対
象
と
な
り
、
取
扱
い
店
に
は
「
支
え
あ
お
う
・

鶴
居
び
と
応
援
券
」
の
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

応
援
券
発
送
の
際
に
取
扱
店
一
覧
を
同
封
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



５　令和２年６月号

子
育
て
世
帯
応
援
臨
時
支
援
金
支
給
事
業

鶴
居
村
高
等
学
校
等
人
材
育
成
事
業
支
援
金
の
追
加
交
付

鶴
居
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
交
付
金
事
業

　

保
育
園
の
臨
時
休
園
や
小
・
中
学
校
の
臨
時
休
校
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

○
給
付
該
当
者

　

令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
満
15
歳
に
満
た
な
い
方
（
平
成
17
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
）
と
し
ま
す
。

○
支
給
額

　

一
人
に
つ
き
２
万
円

〇
申
請
方
法
及
び
時
期

　

該
当
者
に
送
付
さ
れ
た
申
請
書
を
郵
送
ま
た
は
役
場
保
健
福
祉
課
に
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
中
に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係　

☎　

０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
６

　

高
等
学
校
の
臨
時
休
校
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け

て
い
る
高
校
生
等
扶
養
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
現
行
で
実
施
し
て
い
る
高
等
学
校
等

人
材
育
成
交
付
金
に
特
別
枠
と
し
て
２
万
円
を
上
乗
せ
し
て
支
給
し
ま
す
。
現
行
で
実

施
し
て
い
る
高
等
学
校
等
人
材
育
成
交
付
金
に
特
別
枠
と
し
て
２
万
円
を
上
乗
せ
し
て

支
給
し
ま
す
。

○
交
付
対
象
者

　

高
等
学
校
等
に
就
学
し
て
い
る
生
徒
の
保
護
者
と
し
ま
す
。

※　

保
護
者
は
支
援
金
を
交
付
す
る
月
の
前
月
に
お
い
て
、
鶴
居
村
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
、
現
在
鶴
居
村
に
居
住
し
て
い
る
方
と
し
ま
す
。

○
支
援
金
の
額

　

令
和
２
年
４
月
分
か
ら
７
月
分
の
支
給
額
４
万
円
に
２
万
円
を
追
加
（
計
６
万
円
）

し
て
支
給
し
ま
す
。

○
支
給
予
定
日

　

令
和
２
年
８
月
予
定

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鶴
居
村
教
育
委
員
会
教
育
課　

☎　

０
１
５
４

－

64

－

２
０
５
０

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
に
よ
る
村
内
商
工
業
者
の
経
営
安
定
の
維

持
を
図
り
ま
す
。

○
交
付
対
象
者

　

原
則
と
し
て
令
和
２
年
１
月
１
日
の
時
点
に
村
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
た
方
。

①
共
同
取
組
活
動
事
業

〇
交
付
対
象
者　

村
内
で
商
工
業
を
営
ん
で
い
る
事
業
者

　

令
和
２
年
１
月
１
日
の
時
点
に
村
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
た
方
。

〇
実
施
主
体　

鶴
居
村
商
工
会

〇
対
象
事
業　

村
内
商
工
会
経
済
の
活
性
化
及
び
安
定
化
を
図
る
た
め
の
共
同
の
取
組

　

例
１
．（
お
弁
当
事
業
）

　
　
　
　

交
付
対
象
者
の
営
む
飲
食
店
を
活
用
し
て
、
お
弁
当
販
売
等
を
促
進
す
る
。

　

例
２
．（
ふ
る
さ
と
支
援
便
事
業
）

　
　
　
　

鶴
居
村
出
身
の
学
生
（
大
学
生
、
専
門
学
生
、
予
備
校
生
、
高
校
生
等
【
釧

　
　
　
　

路
管
内
を
除
く
】）
の
希
望
者
に
対
し
、
ふ
る
さ
と
支
援
便
を
送
る
。

②
経
営
安
定
維
持
活
動
事
業

〇
交
付
対
象
者

　
　
　
　
　

村
内
で
北
海
道
が
指
定
す
る
休
業
要
請
対
象
施
設
の
事
業
を
営
む
事
業
者

　
　
　
　
　

指
定
業
種
以
外
で
共
同
取
組
活
動
に
参
加
し
た
事
業
者

〇
交
付
限
度
額

小
規
模
事
業
者
（
直
近
の
年
間
売
上
高
３
，０
０
０
万
円
未
満
）　

20
万
円
／
月
（
改
正

前
15
万
円
／
月
）

中
規
模
事
業
者
（
直
近
の
年
間
売
上
高
３
，０
０
０
万
円
以
上
５
，０
０
０
万
円
未
満
）

30
万
円
／
月
（
改
正
前
30
万
／
月
）

大
規
模
事
業
者
（
直
近
の
年
間
売
上
高
５
，０
０
０
万
円
以
上
）
40
万
円
／
月
（
新
設
）

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係　

☎　

０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
４

　

鶴
居
村
商
工
会　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
４
５
３



令和２年６月号　６

　

５
月
13
日
、
株
式
会
社
マ
ル
ダ
イ
建

装
（
大
坂
敏
治
代
表
取
締
役
・
写
真
左
）

よ
り
村
へ
消
毒
液
15
㎏
と
マ
ス
ク
２
，

０
０
０
枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
坂
代
表
取
締
役
は
寄
贈
の
際
「
小

中
学
校
や
村
内
施
設
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
消
毒
液
及
び
マ
ス

ク
は
、
村
内
各
小
・
中
学
校
や
ふ
る
さ

と
情
報
館
み
な
く
る
に
配
布
さ
れ
感
染

防
止
対
策
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

ご
支
援
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

５
月
18
日
、
育
成
牧
場
を
運

営
す
る
株
式
会
社
酪
園
（
荒
木

潤
一
代
表
取
締
役
・
写
真
左
）

よ
り
マ
ス
ク
８
０
０
枚
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
荒
木
代
表
取
締

役
は
寄
贈
の
際
「
仕
事
で
訪
れ

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
役
場
の

業
務
が
止
ま
る
と
私
た
ち
の
仕

事
も
動
け
な
く
な
る
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
マ
ス
ク
は

村
の
感
染
防
止
対
策
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

ご
支
援
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

株
式
会
社
マ
ル
ダ
イ
建

装
よ
り
消
毒
液
と
マ
ス

ク
の
寄
贈

株
式
会
社
酪
園
よ

り
マ
ス
ク
の
寄
贈

　

村
で
は
除
菌
に
効
果
の
あ
る
次
亜
塩
素
酸
水

の
無
料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
次
亜
塩
素
酸
水
と
は
】

　

除
菌
効
果
が
あ
り
、
直
接
手
に
触
れ
る
箇
所

に
散
布
ま
た
は
拭
く
こ
と
で
除
菌
で
き
ま
す
。

【
使
用
方
法
】

　

ス
プ
レ
ー
ボ
ト
ル
等
に
入
れ
、
あ
ら
か
じ
め

水
拭
き
し
た
テ
ー
ブ
ル
、
ド
ア
ノ
ブ
、
手
す
り

等
の
家
具
に
吹
き
付
け
て
拭
き
取
り
ま
す
。

【
配
布
量
】

　

一
人
５
０
０
㎖
ま
で

※
容
器
は
ご
用
意
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
各
自

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
容
器
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
配
布
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

○　

総
務
課　

☎
０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
１

　

次
亜
塩
素
酸
水
は
大
松
運
輸
株
式
会
社
か
ら

無
償
で
ご
提
供
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
支
援
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
月
９
日
、
美
し
い
村
づ
く
り
の
取
り
組
み

と
し
て
ポ
イ
捨
て
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
村
民
一
斉

清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
こ
れ
か
ら
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
へ
向
け
、

村
内
の
観
光
名
所
等
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

雪
解
け
と
と
も
に
姿
を
現
し
た
ポ
イ
捨
て
ゴ

ミ
や
、
か
げ
に
隠
れ
る
よ
う
に
不
法
投
棄
さ
れ

た
ゴ
ミ
は
村
の
美
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、

公
共
の
場
を
き
れ
い
に
使
う
と
い
う
意
識
の
低

下
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

清
掃
は
鶴
居
市
街
及
び
人
や
車
の
往
来
が
多

い
道
道
53
号
線
沿
い
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
皆
、

火
ば
さ
み
や
ゴ
ミ
袋
を
片
手
に
目
を
光
ら
せ
、

村
の
よ
り
一
層
の
美
化
に
努
め
ま
し
た
。

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

次
亜
塩
素
酸
水
の
無
料
配
布

よ
り
一
層
綺
麗
な
村
へ

ポ
イ
捨
て
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

村
民
一
斉
清
掃



７　令和２年６月号

　国の法律改正により、平成30年４月から北海道が道内の市町村とともに、国民健康保険の運営を担う
こととなり、北海道は財政運営の責任主体として、道内市町村ごとの国民健康保険運営事業納付金を決
定し、鶴居村は納付金を北海道に納付することになりました。
　この納付金は、国民健康保険税で賄うことになりますが、現在の税率では北海道から示された納付金
には足りず、税率を改正する必要があります。そのため、鶴居村では、北海道から示された標準保険料
率を参考に、税率を改正していきます。
　しかし、急激に税率を上げることは避けなければならないため、令和５年度までの段階的な引き上げ
とし、それまでは税収だけでは足りない部分を一般会計繰入金で賄い、令和６年度からは納付金額の全
額を国民健康保険税で賄う予定です。

令和２年度鶴居村国民健康保険特別会計当初予算 国民健康保険税 約８，５００万円
一般会計繰入金 約１，２００万円

＜令和５年度までの国民健康保険税と一般会計繰入金の推移予定額＞ 単位：万円

年　　度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
国民健康保険税 8,500 8,800 9,100 9,400
一般会計繰入金 1,200 900 600 300

計 9,700 9,700 9,700 9,700
※所得状況及び収納状況により変動の可能性があります。

＜令和２年度国民健康保険税率の改正内容＞
区　　　分 改正前 改正後 増　減

医
療
分

所 得 割 率 5.30% 5.30% －
資 産 割 率 20.00% 20.00% －
均 等 割 額 21,000円 21,000円 －
平 等 割 額 22,000円 22,000円 －
課 税 限 度 額 610,000円 630,000円 ＋20,000円

後
期
分

所 得 割 率 1.86% 2.16% ＋0.30%
資 産 割 率 － － －
均 等 割 額 5,000円 6,000円 ＋1,000円
平 等 割 額 11,000円 13,000円 ＋2,000円
課 税 限 度 額 190,000円 190,000円 －

介
護
分

所 得 割 率 1.40% 1.40% －
資 産 割 率 － － －
均 等 割 額 6,500円 6,500円 －
平 等 割 額 7,900円 7,900円 －
課 税 限 度 額 160,000円 170,000円 ＋10,000円

※介護分は40歳以上～65歳未満の方が対象となります。
※課税限度額の改正は地方税法の改正に伴うものです。

令和２年度の納税通知書は、６月中旬～下旬に発送いたします。

お問い合わせ先は住民生活課　国民健康保険係まで　☎ ０１５４－６４－２１１３

～国民健康保険税の税率を改正します～



令和２年６月号　８

■　６月に保険料額をお知らせします

令和２年度の保険料につきましては、６月に個別にお知らせします。
≪保険料の計算方法≫

均　等　割
【１人当たりの額】

52,048円
＋

所　得　割
【本人の所得に応じた額】

（令和元年中の所得－33万円）×

10.98%
＝

１年間の保険料
【限度額64万円】
（100円未満切捨）

●　１年間の保険料の上限額は64万円です。
●　所得の少ない人は、世帯主や被保険者の所得に応じて保険料が軽減されます。
●　年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

保険料のお支払いは、「年金からのお支払い」と「口座振替」を選ぶことができます。
口座振替を希望される方はお住まいの市区町村にお問い合わせください。
ただし、次のいずれかに当てはまる方は、「年金からのお支払い」ができないため、「納入通知書」や「口
座振替」により納めていただきます。

◆介護保険料が年金から引かれていない方（年金額が年額18万円未満の方）
◆介護保険と後期高齢者医療の保険料の合計額が、介護保険料が引かれている年金の受給額の半分
を超える方

※　保険料のお支払いが困難な場合は住民生活課後期高齢者医療担当へご相談ください。
　　災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、　
　　保険料のお支払いが困難な方については、保険料の減免を受けられる場合があります。

■　ジェネリック医薬品の利用について

●　医療機関で処方される薬には、新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）があります。
●　ジェネリック医薬品の処方を希望される方は、医師や薬剤師にその旨を伝えるか、医療機関や薬局
　　の窓口に「希望カード」を提示することによりお願いすることができます。
　　「希望カード」が必要な方は住民生活課後期高齢者医療担当までお問い合わせください。

◆　効き目・安全性について
ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効能を持ち、厚生労働省の基準を満たしている安全な薬です。
※ご希望される場合は、必ず主治医や薬剤師によく相談しましょう。

◆　価格について
ジェネリック医薬品を利用すると、薬代が安くなります。
薬によって異なりますが、新薬より３割以上、中には５割以上安くなるものもあります。

後期高齢者医療制度のお知らせ
～　令和２年度の保険料等について　～

お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合
【住所】〒060－0062 札幌市中央区南２条西14丁目  国保会館６階
  電話　011－290－5601

役場住民生活課　後期高齢者医療担当
電話　０１５４－６４－２１１３



９　令和２年６月号

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

始
ま
っ
て
い
ま
す

特
別
定
額
給
付
金

　

村
で
は
５
月
11
日
よ
り
各
世
帯
に
申
請

書
を
お
送
り
し
、
特
別
定
額
給
付
金
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
給
付
対
象
者
】

　

基
準
日
（
令
和
２
年
４
月
27
日
）
時
点

で
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

方【受
給
権
者
】

　

給
付
対
象
者
の
属
す
る
世
帯
主

【
給
付
金
額
】

　

世
帯
構
成
員
１
人
に
つ
き
10
万
円

【
申
請
方
法
】

⑴　

申
請
書
類
の
郵
送

　

受
給
権
者
宛
て
に
郵
送
さ
れ
た
申
請
書

に
必
要
事
項
、
振
込
先
口
座
を
記
入
し
、

振
込
先
口
座
の
確
認
書
類
と
本
人
確
認
書

類
の
写
し
と
と
も
に
返
送

⑵　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

　

行
う
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

　

マ
イ
ナ
ー
ポ
ー
タ
ル
か
ら
振
込
先
口
座

を
入
力
し
た
う
え
で
、
振
込
先
口
座
の
確

認
書
類
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
電
子
申
請

（
電
子
署
名
に
よ
り
、
本
人
確
認
を
実
施

し
、
本
人
確
認
書
類
は
不
要
）

【
給
付
方
法
】

　

給
付
は
原
則
と
し
て
申
請
者
の
本
人
名

義
の
銀
行
口
座
へ
の
振
り
込
み

【
注
意
！
】

　

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

○　

住
民
生
活
課

　

☎　

０
１
５
４

－

64

－

２
１
１
３

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
失
業
や
売
り
上
げ
の
減
少
等
で

所
得
が
相
当
程
度
ま
で
下
が
っ
た
場
合
は
、

臨
時
特
例
措
置
と
し
て
簡
易
な
手
続
き
に

よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

【
対
象
と
な
る
方
】

①
令
和
２
年
２
月
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減

少
し
た
方

②
令
和
２
年
２
月
以
降
の
所
得
状
況
か
ら

み
て
、
所
得
見
込
額
が
国
民
年
金
保
険
料

免
除
基
準
相
当
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
方

（
例
：
単
身
世
帯
の
場
合
は
57
万
円
、
夫

婦
世
帯
の
場
合
は
92
万
円
で
全
額
免
除
）

【
対
象
期
間
】

　

令
和
２
年
２
月
分
か
ら
６
月
分
ま
で

（
令
和
２
年
７
月
分
以
降
は
、
改
め
て
申

請
が
必
要
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申

請
書

②
所
得
の
申
立
書
（
臨
時
特
例
用
）

【
申
請
方
法
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
、
郵
送
で
の
提
出
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

必
要
書
類
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

提
出
先
は
保
健
福
祉
課
福
祉
係
、
ま
た

は
年
金
事
務
所
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

○　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎　

０
５
７
０

－

０
０
３

－

０
０
４

第
２
回

鶴
居
村
議
会
臨
時
会

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

（
村
道
中
雪
裡
下
久
著
呂
線
改
良
工
事
）

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
り
、
鶴
居
村
鶴

居
西
８
丁
目
９
番
地
、
株
式
会
社
佐
々

木
建
設
と
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

契
約
金
額
は
１
億
５
６
０
万
円
で
す
。

令
和
２
年
度
鶴
居
村
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
６
，５
３

５
万
１
千
円
を
増
額
し
、
総
額
40
億
７
，

２
８
４
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
歳
出
〉

○
特
別
定
額
給
付
金
事
業
費

２
５
８
，３
１
６
千
円

○
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

事
業
費

４
，２
７
９
千
円

第
３
回

鶴
居
村
議
会
臨
時
会

令
和
２
年
度
鶴
居
村
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
，３
５
２
万

１
千
円
を
増
額
し
、
総
額
41
億
１
，６

３
６
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
歳
出
〉

▽
支
え
合
お
う
・
鶴
居
び
と
応
援
券
事
業

１
５
，６
６
３
千
円

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

雇
用
対
策
事
業

１
，３
６
１
千
円

▽
子
育
て
世
帯
応
援
臨
時
支
援
金

　

７
，０
０
０
千
円

▽
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

経
済
対
策
事
業
１
５
，７
５
０
千
円

▽
高
等
学
校
等
人
材
育
成
交
付
金
（
特

別
交
付
）

１
，５
８
０
千
円

鶴
居
村
副
村
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

長
尾
法
明
（
な
が
お　

の
り
あ
き
・

56
歳
）
氏
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
さ
れ

ま
し
た
。
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令和２年度　狂犬病予防集合注射　実施日程表

※ 注射料金は１頭につき、3,240円（令和元年10月改定）です。新規登録の場合は、注射料金のほか登録
　 料3,000円がかかります。      
　 また、ご自宅等での戸別注射には、往診料として1,000円が別途にかかります。
※ 開始時刻は目安です。遅れる場合もありますが、できるだけ開始時刻前までにお集まりください。
※ 畜犬登録をされている方へは、はがきを送付しています。
　 はがきには最寄りの指定場所を記載していますが、記載以外の場所で受診されても差し支えありません。

６月22日（月）

午前の部

順 場　　　　所 開始時刻

1 ふれあい農園前 9：00～

2 中雪裡下雪裡線交差点（牧野光雄宅付近十字路） 9：10～

3 太田工宅前 9：20～

4 長尾直宅前 9：40～

5 下雪裡道々交差点（駐車帯）  9：50～

6 青山桂子宅前 10：10～

7 生きがい野菜倶楽部 10：20～

8 鶴居中学校前 10：50～

9 鶴居村民広場 11：20～

午後の部

順 場　　　　所 開始時刻

1 岡田健作宅前 13：10～

2 消防幌呂２分団詰所前 13：20～

3 阿部津子宅前 13：50～

4 尾田俊行宅前 14：00～

5 関根菊夫宅前 14：10～

6 五十嵐友三宅前 14：30～

7 釧路カントリークラブ入口 14：40～

8 佐藤チヱ子宅入口 15：00～

9 夢の杜団地公園（セイコーマート横） 15：15～

６月23日（火）

午前の部

順 場　　　　所 開始時刻

1 武藤清隆宅前 9：00～

2 三木茂弘宅前 9：10～

3 消防上幌呂３分団詰所前 9：30～

4 宮崎昭夫宅前 9：50～

5 新幌呂会館前 10：00～

6 明歩谷正志宅前 10：10～

7 山村匡男宅前 10：20～

8 小田 史宅前 10：30～

9 鈴木農場 10：45～

10松井俊治宅前 11：00～

午後の部

順 場　　　　所 開始時刻

1 太田理枝宅前 13：10～

2 山本政幸宅前 13：20～

3 中雪裡西御不動前 13：40～

4 地孝範宅前 13：50～

5 茂雪裡コミセン前 14：00～

6 松井良広宅前 14：20～

7 地栄司宅前 14：30～

8 ファミリースポーツセンター前 14：50～

9 農業共済組合鶴居家畜診療所前 15：15～

６月24日（水）

午前の部

順 場　　　　所 開始時刻

1 齊藤滋宅前 9：10～

2 井上元嗣宅前 9：20～

3 卵らんハウス前 9：30～

4 八木澤榮藏宅前 9：40～

5 遠藤範幸宅前 9：50～

6 下久著呂コミュニティーセンター前 10：00～

7 合田德三宅前 10：20～

8 渡部隆信宅前 10：40～

9 増田慶一宅前 11：00～

10 佐々木賢治宅前 11：15～

11 菱沼岩男宅前 11：30～

午後の部

順 場　　　　所 開始時刻

1 支雪裡コミュニティーセンター前 13：10～

2 大石周宅前 13：30～

3 髙橋農場前 13：50～

4 ニチモク林産鶴居工場前 14：10～

5 鶴居消防署前 14：30～

【お問い合わせ先】　役場住民生活課生活環境係　☎0154－64－2113



11　令和２年６月号

不定期で特集する「特集～鶴の居る村に暮らす」
今回は地域おこし協力隊の幸地さんにインタビューをしました。

地域おこし協力隊　隊員
幸
こう

地
ち

真
まこと

　さん

鶴鶴のの居居るる村村に暮らすに暮らす特集

―
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
11
月
か
ら
鶴
居

村
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
、
幸
地

真
で
す
。

　

赴
任
し
た
際
に
広
報
誌
に
自

己
紹
介
を
載
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
お
祭
り
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
で
新

聞
の
写
真
に
写
っ
た
り
し
て
い

た
の
で
、
目
に
し
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
村
民
の
方
に
お

会
い
し
た
時
に
「
広
報
誌
で
見

た
よ
！
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
こ
と
も
あ
り
、
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

現
在
は
任
期
３
年
目
で
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
は
最

終
年
度
の
予
定
で
す
。
任
期
後

は
定
住
す
る
こ
と
を
目
標
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
改
め
て
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

―
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
活
動
を
さ

れ
て
き
た
の
で
す
か
。

　

昨
年
度
ま
で
は
、
鶴
居
村
観

光
協
会
の
事
務
局
で
活
動
し
て

い
ま
し
た
。

　

観
光
協
会
で
は
、
村
内
の
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
は

じ
め
、
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー
タ
ム

フ
ェ
ス
ト
へ
の
出
店
な
ど
の
特

産
品
販
売
、
村
の
ｐ
Ｒ
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

観
光
に
携
わ
る
の
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
す
が
、
小
さ
な
村

で
観
光
が
担
う
役
割
や
様
々
な

市
町
村
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
釧

路
管
内
を
中
心
に
北
海
道
の

色
々
な
場
所
に
行
く
こ
と
が
で

き
、「
北
海
道
」
と
い
う
場
所

に
つ
い
て
も
勉
強
に
な
っ
た
と

感
じ
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

　

現
在
は
、
企
画
財
政
課
村
づ

く
り
推
進
室
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
し

て
村
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
り
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
目
的
の
ひ

と
つ
で
も
あ
る
鶴
居
村
に
定
住

す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
任
地

に
定
住
す
る
に
は
、
村
で
の
仕

事
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

村
の
企
業
や
団
体
に
入
る
、
起

業
す
る
と
い
っ
た
方
法
が
あ
り

ま
す
が
、
私
は
い
ま
の
と
こ
ろ

飲
食
店
の
起
業
を
考
え
て
い
ま

す
。
移
住
者
の
目
線
で
、「
気

軽
に
入
れ
る
お
店
が
あ
れ
ば
い

い
な
」「
夜
に
お
酒
が
飲
め
る

場
所
が
あ
れ
ば
い
い
な
」
と
い

う
「
鶴
居
村
に
こ
ん
な
お
店
が

あ
れ
ば
い
い
な
」
を
実
現
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
世
界
的
に
観
光
・
飲

食
業
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
事

態
が
終
息
し
た
あ
と
鶴
居
村
に

た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
だ
さ

る
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
し

続
け
る
こ
と
も
私
の
役
割
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。「
こ
う
い
う

こ
と
を
発
信
し
て
ほ
し
い
！
」

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

で
き
る
限
り
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

声
か
け
く
だ
さ
い
。

―
最
後
に
一
言
ど
う
ぞ
。

　

次
号
の
広
報
誌
か
ら
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
特
集

記
事
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
活
動
の
様
子
や
、
村

で
生
活
し
て
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
書
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
随
時
更
新
し
て
い

き
ま
す
。
こ
ち
ら
も
併
せ
て

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。



令和２年６月号　12

官公庁などからのお知らせ官公庁などからのお知らせ
６
月
１
日
は「
電
波
の
日
」で
す

　

総
務
省
で
は
６
月
１
日
を
「
電
波

の
日
」
と
定
め
、
６
月
10
日
ま
で

の
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発

強
化
期
間
」
に
電
波
利
用
に
関
す
る

ル
ー
ル
の
周
知
・
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、

電
波
の
使
わ
れ
方
を
監
視
し
、
適
正

な
電
波
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

電
波
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
ご
相

談
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

○
総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

　

☎
０
１
１

－

７
３
７

－

０
０
９
９

〔
受
付
時
間　

８
時
30
分
〜
12
時
、
13

時
〜
17
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）〕

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
肝
炎
検
査
の
お
知

ら
せ
に
つ
い
て

　

保
健
所
で
は
エ
イ
ズ
検
査（
Ｈ
Ｉ

Ｖ
抗
原
抗
体
検
査
）・
肝
炎
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
性
的
接
触
や
血
液
を
介

し
て
感
染
し
ま
す
。
北
海
道
で
は
、

平
成
30
年
の
新
規
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
は

21
人
、
エ
イ
ズ
患
者
は
８
人
、
計
29

人
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
月
平
均
2.4

人
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
ま
た
は
エ
イ
ズ
発

症
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
感
染
が
心

配
な
出
来
事
が
あ
れ
ば
、
一
度
検
査

を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

釧
路
保
健
所
で
は
、
月
２
回
、
第

２
、
４
火
曜
日
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
肝
炎
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
〜
９
月
、
12
月
は
夜
間
帯
に

も
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
は
予
約
制
で
、
匿
名
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や
肝

炎
に
つ
い
て
の
ご
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

釧
路
保
健
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

検
査
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

○
釧
路
保
健
所

　

☎
０
１
５
４

－

65

－

８
０
７
６

　
　
　

  （
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
電
話
直
通
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
連
し
た
人
権
相

談
窓
口
及
び
法
務
大
臣
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
つ
い
て

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

差
別
や
Ｄ
Ｖ
、虐
待
等
の
様
々
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
連
す
る
不
当
な
差
別
、偏

見
、い
じ
め
等
の
被
害
に
遭
っ
た
方

か
ら
人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
て
、感
染
症
・
濃
厚
接
触
者
、

医
療
従
事
者
等
に
対
す
る
誤
解
や
偏

見
に
基
づ
く
差
別
は
決
し
て
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
人
権
問
題

に
対
し
て
、法
務
大
臣
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
発
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、是

非
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
法
務
省
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〇
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

釧
路
保
健
所
で
は
、
月
１
回
精
神

科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
に
な
り
ま
す
。
受

付
は
相
談
日
前
日
の
午
前
中
ま
で
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
釧
路
保
健
所
健
康
推
進

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

６
月
26
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
午
後
５
時

ま
で

（
日
時
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

☎
０
１
５
４

－

65

－

５
８
２
５

（
釧
路
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支

援
係
）

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局

を
持
ち
ま
し
ょ
う
！

【
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
と
は
】

・
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
と

は
、
患
者
の
服
薬
情
報
の
管
理
や
、

患
者
の
過
去
の
副
作
用
情
報
の
把
握

や
在
宅
で
の
服
薬
指
導
等
、
日
頃
か

ら
患
者
と
継
続
的
に
係
わ
る
こ
と
で

信
頼
関
係
を
構
築
し
、
薬
に
関
し
て

い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
薬
剤

師
、
薬
局
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

・
調
剤
し
て
も
ら
う
薬
局
は
、
患

者
さ
ん
が
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
自
宅
の
近
く
や
い
つ
も
行
く
商

店
街
の
薬
局
な
ど
、
自
分
が
一
番
気

軽
に
、
ま
た
、
安
心
し
て
相
談
で
き

る
薬
局
を
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
に

決
め
ま
し
ょ
う
。

・「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
を
決
め
る

こ
と
に
よ
り
、
薬
局
で
は
患
者
さ
ん

の
体
質
や
今
ま
で
服
用
し
た
薬
の
種

類
な
ど
の
デ
ー
タ
で
あ
る
「
薬
歴
」

を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を

も
と
に
薬
の
重
複
投
与
や
相
互
作
用

の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
を
上

手
に
利
用
す
る
「
コ
ツ
」】

☆
調
剤
し
て
も
ら
う
薬
局
で
は
、

薬
の
こ
と
な
ど
薬
剤
師
に
何
で
も
気

軽
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
１
日
３
回
っ
て
い
う
け
ど
、
飲

み
忘
れ
た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
？

・
妊
娠
し
て
い
る
け
れ
ど
お
薬
を

飲
ん
で
大
丈
夫
？

・
薬
局
で
買
っ
た
大
衆
薬
や
食
べ

物
と
の
飲
み
合
わ
せ
は
？

・
薬
と
牛
乳
や
ジ
ュ
ー
ス
を
一
緒

に
飲
ん
で
も
い
い
？

な
ど
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。

☆
薬
局
の
薬
剤
師
は
、
患
者
さ
ん

か
ら
聞
い
た
こ
と
を
他
の
人
に
話
す

こ
と
は
、
法
律
で
厳
し
く
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

☆
薬
局
で
は
患
者
さ
ん
ご
と
に
、

薬
の
処
方
内
容
や
時
期
、
患
者
の
体

質
、
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、
副
作
用
歴
な

ど
を
薬
歴
カ
ー
ド
に
記
録
し
、
こ
の

デ
ー
タ
は
患
者
さ
ん
の
医
薬
品
の
適

正
使
用
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

○
北
海
道
保
健
福
祉
部
地
域
医
療
推

　

進
局
医
務
薬
務
課
薬
務
係

　

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
２
６
５

毎
月
第
３
土
曜
日
と
日
曜

日
は「
愛
食
の
日
」で
す
！

　

道
で
は
、「
愛
食
運
動
」の
一
環
と

し
て
、地
元
で
獲
れ
た
農
水
産
物
を

地
元
で
消
費
す
る「
地
産
地
消
」を
進

め
て
お
り
、特
に
毎
月
第
３
土
曜
日
、

日
曜
日
を
、道
民
み
ん
な
で
身
近
な

道
産
食
品
の
良
さ
を
理
解
し
、愛
用

を
進
め
る
日
、「
愛
食
の
日
」（
ど
ん
ど

ん
食
べ
よ
う
道
産
Ｄ
Ａ
Ｙ
）に
設
定

し
、包
括
連
携
協
定
企
業
と
連
携
し
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
し
た
普
及
啓
発

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

食
事
の
際
に
は
積
極
的
に
道
産
食

品
を
利
用
す
る
な
ど
、
い
つ
も
以
上

に
地
産
地
消
を
進
め
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

○
北
海
道
農
政
部
食
の
安
全
推
進
局

　

食
品
政
策
課
６
次
産
業
化
推
進
グ

　

ル
ー
プ

　

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
４
３
２

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）



　危険物の保安に対する意識の高揚と啓発を推進するため、毎年６月の第２週は危険物安全週間とされ
ています。今年度は「訓練で　確かな信頼　積み重ね」を統一標語とし、令和２年６月７日（日）から
13日（土）までとなっています。家庭内でよく使用する灯油等の事故を防ぐため一人一人が危険物の
危険性を認識し下記のことに注意して取り扱いましょう。

　　家庭内で危険物の事故を防ぐポイント
　　　・不必要な火気は使わないようにしましょう。
　　　・定期的に換気をしましょう。
　　　・適正な容器で保管しましょう。
　　　・子どもの手の届かないところに保管しましょう。
　　　・高温になる場所には置かないようにしましょう。
　　　・整理整頓を心がけましょう。

危険物の取扱いや防火に関するご相談は鶴居消防署（☎0154－64－2344）
までご連絡ください。

危険物安全週間について

13　令和２年６月号

消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 令和２年度 全国統一防火標語

「その火事を　防ぐあなたに　金メダル」

　井上　翔也（いのうえ　しょうや）18歳　鶴居村出身
　令和２年４月１日、鶴居消防署予防救急課予防広報係を拝命。
　「これまで18年間お世話になってきた地元、鶴居村に恩返しが出来るよう
精一杯頑張りますのでよろしくお願い致します。」

鶴居消防署新採用職員について

　例年ゴールデンウィークに開催していた消防キッズ
フェアは、新型コロナウイルスの影響で開催を自粛し
ましたが、防火の思いを、そして１日でも早い新型コ
ロナウイルスの収束を願って「鯉のぼり」を掲揚しま
した。

防火の思いを込めて「鯉のぼり」を掲揚

　鶴居消防署では新型コロナウイルス感染症疑いの有
無に関係なく、全ての救急車の出動において以下のと
おり対応いたします。ご理解とご協力をお願いします。 
①　感染予防強化のため全身の感染防止衣（防護服）
やゴーグルなどを着用します。
　（通常より救急車の到着に時間がかかることが予想
されます。）

※出動時の救急隊の装備については、写真を参照く
ださい。
②　傷病者及び同乗される方へのマスク着用をお願
いしています。
　（感染が疑われる場合には、家族等の同乗をお断りすることがあります。）
③　搬送中に救急車内換気のため窓を開けることがあります。

新型コロナウイルス感染症予防に伴う救急出動について



令和２年６月号　14

　保護者の皆さまの中には、新型コロナウイルス感染症に伴う急な環境の変化や外出自粛により強いストレス

を感じたり、お子さまの年齢や発達等により個人差はありますが、不安や恐怖、心配を感じているお子さまと

どのように接すればよいのか、悩んでいらっしゃる方も多いと思います。家にいてお子さまと一緒の時間が長

くなったことで、親子がゆったりとした時間を過ごせる良い機会となる一方で、つい感情的に接してしまうこ

ともあると思います。お子さんと落ち着いて、安心した気持ちで過ごすためのヒントをご紹介します。

１．自分の苛立ちを知り、リラックスする方法です
　　ご自身の苛立ちを心の中の温度計をイメージして自覚すると冷静に対応できるといわれています。

２．できる範囲で子どもらしい活動ができるように工夫しましょう、柔軟に、でも一貫した日課を作りましょう
　子どもは遊びの中で不安を乗り越えていきます。できる範囲で外遊びを確保したり、子どもらしい生活を確
保してあげましょう。また、決められた活動をする時間と自由時間との、両方を含めたスケジュールを立てる
ことで子どもたちは安心し、より良い行動をするようになります。家で過ごす時間が長くなると、どうしても
生活リズムが乱れがちになりますが、親子で一緒に日課を考えて、食事や睡眠を中心に生活リズムを整えるよ
うに心がけましょう。ダラダラ食べと言われるような不規則な食習慣はむし歯になりやすい状態となります。
規則正しい食習慣を意識しむし歯にならない生活についても考えていきましょう。

6/4～6/10は　歯と口の健康習慣です

・「食べたら磨く」を習慣に
・正しい食生活を
・定期的に歯科健診に行き
　ましょう
・キシリトールをうまく使
　いましょう
・フッ素を取り入れましょう

鶴居歯科診療所で
歯科健診・フッ素塗布が受けられます

対象者：１歳６ヵ月～就学前までの幼児
実施回数：６ヵ月の間隔をあけて年２回
場所：鶴居歯科診療所（☎0154－64－2905）
料金：無料

　※事前に鶴居歯科診療所に電話予約が必要です。
　　母子手帳を持参してください。

３．子どものこと、家族のこと、ご自身のことなどで悩みや疑問が生じたら、相談しましょう
　悩みや疑問が生じたら、一人で抱え込まずに誰かに相談しましょう。役場保健福祉課では電話相談、来庁
相談に応じています。その他さまざまな電話相談もありますので、気軽に利用してみてください。
　役場保健福祉課　保健師　　　　　☎０１５４－６４－２１１６　【平日8：30～17：15】
　つるい健康ホッとライン　　　　　☎０１２０－４０１－２３６　【２４時間対応】
　児童相談所虐待対応ダイヤル　　　☎１８９（いちはやく）　　【２４時間対応】
　ＤＶ相談プラス　　　　　　　　　☎０１２０－２７９－８８９（つなぐ　はやく）【２４時間対応】

5（切れる）　　　　　　誰かを頼りましょう
4（切れる間近）　　　　危険ではないことを確認して部屋を出るなど試みましょう
3（著明な苛立ち）　　　子どもと距離をとりましょう
2（中等度の苛立ち）　　リラクセーション※を使いましょう
1（少し苛立ち）　　　　自覚しましょう
0（安定）
※リラクセーションの方法の例
深呼吸：できるだけ大きく吸って、20秒以上かけてゆっくりと吐く
力を抜く：肩を挙げて力を入れ、その後だらんと力を抜く
互いに手をもみ合ったり、背中をさすりあう

出典：公益社団法人日本小児科学会

５
４
３
２
１
０

保健福祉課健康推進係　　　（☎0154-64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎0154-64-2999）おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす



新刊案内 鶴居村図書館だより

※紹介している本は5/27（水）から利用できます。

●開館時間……10：00～ 18：15
●休 館 日……６月の休館日は6/30（火）です。６月の休館日は6/30（火）です。
●貸し出し…… 【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【CD・VTR・DVD】
　　　　　　　　　２週間
 （CD3点、VTR2点、DVD1点まで）

返却ポストについて
開館時間外や休館日に本や雑誌を返却した
い場合は、ふるさと情報館東側入口横にあ
る『返却ポスト』をご利用ください。ただし、
ＣＤ・ＤＶＤは破損の原因となりますので
絶対に返却ポストへは入れないようお願い
いたします。

15　令和２年６月号

藤川清史　編
　経済学・経済政策の知
識を平易に解説した入門
書。ミクロ・マクロ経済
政策から説きおこし、財
政・金融・経済成長政策
を説明。今後の豊かさを
考えるものとして、貿易・
社会保障・環境政策を取
りあげる。

今村夏子　著
　誰かに食べさせたい。
願いがかなって杉の木に
転生した亜沙は、わりば
しになって若者と出会い
…。奇妙で不穏で純粋な、
3つの愛の物語を収録する。

宮下恵茉　作
星谷ゆき　絵

　こまっていることがあ
るの? それならわたしが
魔法のたまごをあげる! ね
こがいなくなってしまい
泣いていたゆいちゃんの
前に、たまごの魔法屋ト
ワが現れて…。全2話収録。

誠文堂新光社　編
　ハーバリウムオイルの
代わりにシリコンゲルを
使った「固まるハーバリ
ウム」を紹介。基本編と
応用編に分けて、インテ
リア雑貨やアクセサリー
の作り方を写真とともに
解説する。

凪良ゆう　著
　愛ではない。けれどそ
ばにいたい-。再会すべき
ではなかったかもしれな
い男女がもう一度出会っ
たとき、運命は周囲の人
を巻き込みながら疾走を
始める。新しい人間関係
への旅立ちを描いた長編
小説。

ひこ・田中　さく
ヨシタケシンスケ　え

　レッツは5さい。かあ
さんが「レッツがおなか
にいるとき、レッツはお
へそでわたしとつながっ
ていたんだよ」と言った。
レッツは、おなかの中に
いたときのことを考えて
…。ひこ・田中&ヨシタ
ケシンスケが描く、新し
い幼年童話。

経済政策入門

木になった亜沙

たまごの魔法屋トワ

固まるハーバリウムで作るインテリア雑貨とアクセサリー

流浪の月

レッツはおなか



寄　　付
　いただきました心温まる善意に心よりお礼申し
上げます。
＜通常分＞
子どもたちの交通安全教育用物品として
　　株式会社　佐々木建設　様

交通安全教育用信号機　一式
＜ふるさと納税分＞
　　篠原　　建　様　　　晋山　直樹　様
　　永瀧　照一　様　　　榎本富佐夫　様
　　長谷川洋一　様
●４月寄附実績　　84件　１, ０７０千円

村道民税、固定資産税、介護保
険料の納期限をお知らせします
　令和２年度の村道民税、固定資産税、介護保険
料の納期限は次の通りです。
【第１期】　令和２年６月30日
【第２期】　令和２年８月31日
【第３期】　令和２年11月２日
【第４期】　令和２年12月25日
　税金、保険料は納期限までに納付をお願いします。
【お問い合わせ先】
○村道民税、固定資産税について
　企画財政課税務係　　　☎　0154-64-2112
○介護保険料について
　保健福祉課介護保険係　☎　0154-64-2116

2020年度　税務職員募集
　札幌国税局では、国税局や税務署において、税
のスペシャリストとして活躍する税務職員を募集
しています。
　２０２０年度の採用試験は概要の通りです。
１　受験資格
　　高卒見込みの者及び高卒後３年を経過して
いない者

２　申込受付期間
　①　インターネット
　　　６月22日（月）～７月１日（水）〔受信有効〕
　　　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
３　試験日　第１次試験　９月６日（日）
　　　　　　第２次試験　10月14日（水）～
　　　　　　10月23日（金）のうち指定する日
４　お問い合わせ先
　　釧路税務署総務課

☎　０１５４－３１－５１００
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６月の自然観察会
●新緑の湿原　野鳥観察会
【日　　時】　６月６日（土）午前10時～12時
【内　　容】　夏鳥が勢揃いしたフィールドで、繁

殖期の野鳥の姿とさえずりの特徴を
教わりながら散策しましょう。

【定　　員】　15人
【参 加 費】　無料
【開催場所】　シラルトロ湖・蝶の森周辺

（集合はシラルトロ自然情報館駐車場）
【お申込・お問い合わせ先】
　　　　　　塘路湖エコミュージアムセンター

☎　０１５－４８７－３００３

●初夏の花を見に行こう
【日　　時】　６月７日（日）午前10時～12時
【内　　容】　釧路湿原は、いよいよ花のシーズン

到来です。初夏を代表する湿原の花々
を観察しましょう。

【定　　員】　15人
【参 加 費】　無料
【開催場所】　温根内ビジターセンター
【お申込・お問い合わせ先】
　　　　　　温根内ビジターセンター

　☎　０１５４－６５－２３２３
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鶴居 タンチョウ 検索

櫻井　真弓
鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

〒085－1205 鶴居村中雪裡南
 ☎0154-64-2620／FAX0154-64-2239

「それって本当にウンチなの？」　タンチョウの糞尿の話

　４月下旬に、給餌場とその周辺のごみ拾

いをしました。今年は使い捨てマスクが沢

山落ちていて、雨風にさらされて風化した

白いマスクは、まるでタンチョウのウン

チ。マスクと間違ってタンチョウのウンチ

を拾ってしまったのは私だけではないはず

です。

　でも、普段からうっかりウンチと言って

る、あのカピカピの白い物体は、実はウン

チではないのです。タンチョウに限らず、

鳥のウンチは白いと思ってませんか？でも

本当は、ちゃんとウンチ色（茶色や茶褐色）

をしています。白いカピカピをよくよく探ると、茶色い固形物が混ざっていることがあります。それが

鳥の糞、いわゆるウンチです。では、あの白いカピカピの正体はと言うと、オシッコ…尿なんです。

　尿には、タンパク質の代謝の過程で作られる有毒なアンモニアを排出する働きがあります。人間の場

合は、アンモニアを無毒な尿素（水溶性）に変えて、水分と一緒に膀胱に蓄えて排出するのですが、鳥

には膀胱がありません。体内に水分を溜めておくと、それだけ体重が重くなるので、空を飛ぶには不利

益だからと言われています。ですから鳥は、アンモニアを水に溶けない尿酸に変えて、糞と一緒に排出

しています。尿酸は尿素に比べて成分を凝縮できるのでコンパクト。しかも、排泄に水を必要としない

分、軽量化ができるのです。この尿酸の結晶が白い尿の正体です。

　また、鳥のヒナは卵の中で育ちます。卵の中身は主に水とタンパク質で、タンパク質はヒナが成長す

るのに欠かせない栄養分です。卵の中のヒナが育つ過程で出た老廃物が水に溶けてしまったら、卵の中

が汚れてしまい大変です。尿酸は水に溶けない結晶なので、孵化の時まで殻の中に閉じ込めておけるの

です。タンチョウのヒナが次々と孵る季節ですが、生まれたてのヒナに白いカピカピがついているので

はと、ちょっと気になります。

　ところで、鳥は糞と尿を一緒に排泄するのですが、何だか不思議じゃないですか？鳥の排泄口は、総

排泄口（そうはいせつこう）と言って、読んで字のごとく総てが一つなのです。糞も尿も卵さえも同じ

穴から出てくるのですよ！知っていましたか？

シリーズ

タンチョウ
Vol. 306

ゴミ拾いは、鶴居村かんきょう会議の皆さんと
一緒に行いました



６月村のカレンダー６月村のカレンダー

17水 令和２年第２回鶴居村議会定例会　10：00～　議場

18木 令和２年第２回鶴居村議会定例会　10：00～　議場

19金 令和２年第２回鶴居村議会定例会　10：00～　議場

22月 狂犬病予防集合注射　9：00～　村内各所

23火 狂犬病予防集合注射　9：00～　村内各所

24水 狂犬病予防集合注射　9：00～　村内各所

　「向夏のみぎり、いかがお過ごしで
しょうか――。」
　なんて、遠く離れた旧友に手紙を
書こうかと長考してしまうほど自宅
で過ごす日々が続く毎日ですが、季
節はそんなことお構いなく夏を手招
きしているようです。
　本格的な夏が来る前に厳しい冬を
共に乗り越えた暖房器具にお別れし、
これからお世話になる扇風機や冷風
機と再会、なんていかがでしょう。
　１年の折り返しとなる６月は夏至
が月末にあり、この日を過ぎると本
格的な夏が始まるそうですが、日本
の多くの地域が梅雨を憂う時期なた
め、あまり喜べませんね。
　ちなみに、６月は祝日がないそう
です、あめにも負けず、かぜにも負
けず全力で駆け抜けましょう。（Ｆ）

編集後記

今月の表紙

今年１月からの発生件数
人身事故０件／物件事故30件

４月中の発生件数
人身事故０件／物件事故１件

死亡事故ゼロの日　　1,621日
（４月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

人の動き
（４月末住民登録人口）

人口　総数 2,532人
（前月比 ＋13人）
うち外国人人口　32人
（男 ６人・女２６人）

昨年同期は　2,506人で、
対前年比較は　+26人です。

男 1,269人（前月比 ＋６人）
女 1,263人（前月比 ＋７人）

世帯数　1,199戸
（前月比 ＋36戸）

うち外国人世帯数　27戸

　村内各所で開花した桜の写真

です。

　お花見ができない今年は「花

より団子」ならぬ「団子より花」

を楽しみましょう。
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